
農業の担い手に出向く専任部署の設置  

または担当者を配置するＪＡの割合 

農業の担い手への訪問回数  

84 % 

年間 万回超 ,  160 15 000 人超 

営農指導員数  

 組合員の「声」を、事業や活動に反映し、自
己改革をこれからもすすめていくため、JAは
組合員との対話を重視しています。 
 
 具体的には、組合員宅の全戸訪問を行い、い
ただいた声をJAの事業の改善につなげる取り
組み（事例：JAあいら）や、担い手のもとに
出向いて意見交換を行い、農業所得増大のサ
ポートにつなげる取り組み（事例：JAとぴあ
浜松）などを実施しています。 
 
 また、「JAの自己改革に関する組合員調
査」の実施にあたっては、JA役職員が組合員
の方と可能な限り直接お会いして、各JAの自
己改革の取り組み内容をご説明し、ご意見を
伺っています。 
 調査実施のなかで、 3,193,640人もの組合
員からご回答をいただきました。 
 
 いただいたご意見については、JAごとにと
りまとめ、対応方向を検討し、今後の取り組み
に活かしていきます。 

組合員の「声」をもとに自己改革を進める 

本年５月までにご回答を  

いただいた組合員数   

約 319 万人 

「JAの自己改革に関するアンケート」では、JAの役職員が組合員宅を訪問したり、集
落座談会の場を活用するなど、可能な限り直接お会いして、自己改革の取り組み内容
をご説明しています。 

集落座談会や研修会等の場で説明・調査実施 

（ＪＡさが） 
組合員宅を訪問しての説明・調査実施 

（ＪＡ西びわこ） 

「ＪＡの自己改革に関する組合員調査」の実施を通じた対話 

「 J Aの自己改革に関する組合員調査」で  

本年５月までに調査対象とした組合員数   

約  481  万人 
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 JAあいらは、組合員の全戸訪問活動を行っ
ています。 
 
 訪問日は毎月第２土曜日の午前中で、２人１
組を原則とし、各ペアが80戸程度を担当しま
す。 
 
 職員が班に分かれてテーマなどを検討して訪
問した後、再び支店に集合し、各自で実践報告
を記入。その上で、班別・支店全体でミーティ
ングを行い、訪問結果を共有します。 
 
 ほかにもさまざまな対話運動を進めています
が、これらの場を通じて出された意見・要望に
対しては、「ご要望にお応えしました！」「現
在取り組み中です！」「今後検討して参りま
す」などに区分し、広報誌やホームページを通
じて公開しています。 

組合員全戸訪問を毎月実施。 
組合員の声に基づくJAの事業・活動の展開に取り組んでいます。 

 静岡県  ＪＡとぴあ浜松 

担い手農家との徹底した対話で、農業所得増大に挑戦しています。 

 JAとぴあ浜松では、営農ア
ドバイザーと呼ばれる営農指
導員が、継続的に農家経営を
サポートとしています。30人
の営農アドバイザーが、地域
農業を担う農家を５軒ずつ選
び、「３年間で農業所得30％
アップ」を目標に取り組んで
います。 営農アドバイザーが農家を訪問 

JAあいら ホームページ掲載資料より抜粋 

農業所得増大の達成状況  
（ 2014 ～ 2016年度） 

130%以上 
80軒（55.2%） 

100%未満 
28軒 

（19.3%） 

100%以上 
130%未満 

37軒 

（25.5%） 
 また、営農アドバイザーと融資担当者が合同研修会を行っ
て情報を共有し、農家宅に同行訪問して、農家の事業拡大を
具体化するなど、総合的な支援体制が地域農業の振興を後押
ししています。 

鹿児島県 JAあいら 

静岡県 JAとぴあ浜松 
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